
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Waters EmpowerWaters EmpowerWaters EmpowerWaters Empowerクロマトグラフデータソフクロマトグラフデータソフクロマトグラフデータソフクロマトグラフデータソフ
トウェアトウェアトウェアトウェアによるによるによるによるAgilent 1200Agilent 1200Agilent 1200Agilent 1200シリーズシリーズシリーズシリーズ
RRRRapidapidapidapid    ResResResResoooolutionlutionlutionlution（（（（高速高分離能高速高分離能高速高分離能高速高分離能））））                
LCLCLCLCシステムシステムシステムシステムののののコントロールコントロールコントロールコントロール     
 

技術概要 

概要概要概要概要 

 

ICS 1.05を備えたWaters Empower 2クロマトグラフデータソフトウェアは、いくつ
かの特殊な機能を除き、Agilent 1200シリーズRapid Resolution LC（RRLC）システ
ムを完全にサポートしています。 

Empowerクライアントサーバーシステムには、以下の特長があります： 

•  Agilent 1200シリーズRRLCシステムの設置と設定が容易  

•  Agilent 1200シリーズSLモジュールのすべての主要パラメータに対応  

•  Agilent 1200シリーズUV検出器で採取した2D、3D、スペクトルデータを評価 

•  Agilentラボ診断ソフトウェアによるメンテナンスと診断をサポート 

•  インスタントパイロットコントロールモジュールにより、Agilent 1200シリーズ
RRLCシステムに素早くアクセス 
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近年、ラボに配備されたソフトウ

ェアで機器をコントロールでき

ることは、HPLCユーザーにとっ

て重要な要件になっています。

このようなことが可能になる

と、ユーザートレーニングのコ

ストを削減するとともに、ソフ

トウェアライセンスやIT関連の

取り組み、結果の比較などに関

するコストを削減することがで

きます。こうしたことから、ソ

フトウェアと機器メーカーが協

力し、システムの相互運用性の

向上に取り組んでいます。本論

文では、Empowerクロマトグラフ

データソフトウェアにより、

Agilent 1100シリーズHPLC、1200

シリーズHPLC、1200シリーズ

RRLCシステムをどのように、ま

たどの程度までコントロールで

きるかについて説明致し、

EmpowerによるAgilent 1200シリ

ーズRRLCシステムの設定と操作

についても説明致します。 

 

対応対応対応対応するするするするAgilent LCAgilent LCAgilent LCAgilent LCモジュモジュモジュモジュ
ーーーールルルル 

表1には、ICS 1.05を備えた

Empower 2ソフトウェアがサポ

ートするAgilent LCモジュール

を記載しています。“Agilent LC 

ICS v1.05は下記リビジョンの

Empowerソフトウェアでテスト

されています：Empower build 

1154 SP L、Empower build 1154 

SP M、Empower2 FR3, Empower2 

FR4, Emposwer2 SP D。Empower 、

Empower2が上記以前のリビジョ

ンだったり、サービスパックが

古い場合は、ICSをインストール

できません。（Watersリリース

ノート 716002507、REVA） 

 

Agilentファームウェアのリビ

ジョンA.06.02/003/04、

B.01.02/03/04、B.02.01が

Empowerソフトウェアでテスト

されました 

 

対応対応対応対応しないしないしないしないAgilent LCAgilent LCAgilent LCAgilent LCモジューモジューモジューモジュー

ルルルル 

以下の構成および機能は、Empowerソフ

トウェアでサポートされていません： 

・インジェクタプログラム 

・パージキット（G1373A） 

・フラクションコレクタ 

・Early Maintenance Feedback（EMF） 

・ランプおよび検出器セルのRFID

タグ  

・カラムのRFIDタグ 

・DADデータリカバリカード 

・ユーザーによる追加の圧縮率曲線の
作成 

・サンプルキャパシティ拡張モジュー
ル（G2257A） 

表表表表1111 

EmpowerEmpowerEmpowerEmpowerソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェアにににに対応対応対応対応するするするするAgilent LCAgilent LCAgilent LCAgilent LCモジュールモジュールモジュールモジュール    

メンテナンスメンテナンスメンテナンスメンテナンスおよびおよびおよびおよび診断機能診断機能診断機能診断機能のののの
サポートサポートサポートサポート 
サードパーティ製ソフトウェアでは通
常、Agilent ChemStationソフトウェ
アとは異なり、Agilent LCシステムの
すべての診断およびメンテナンス機
能をコントロールできません。 

こうした溝を埋めるために、Agilent

はラボ診断ソフトウェアを提供して

います。このソフトウェアは、個々の

PC上で稼動し、Early Maintenance 

Feedback（EMF）などのメンテナンス

機能やすべての診断機能をコントロ

ールすることができます。Agilentラ

ボ診断ソフトウェアは、Empowerなど

の機器コントロールソフトウェアか

らは完全に独立して作動します。 
 

Agilent Agilent Agilent Agilent 1100110011001100シリーズシリーズシリーズシリーズLCLCLCLCモジュールモジュールモジュールモジュール Agilent Agilent Agilent Agilent 1200120012001200シリーズシリーズシリーズシリーズLCLCLCLCおよびおよびおよびおよびRRLCRRLCRRLCRRLCモジュールモジュールモジュールモジュール

アイソクラティックポンプ（G1310A） アイソクラティックポンプ（G1310A）

クォータナリポンプ（G1311A） クォータナリポンプ（G1311A）

バイナリポンプ（G1312A） バイナリポンプ（G1312B）

2次アイソクラティックポンプ、自動カラム再
生用（G1310Ａ）

2次アイソクラティックポンプ、自動カラム再生用
（G1310Ａ）

オートサンプラ（G1313A）、追加バイアルの
みのG1313A-60004エクステンションを含む

オートサンプラ（G1329A）参照

高性能オートサンプラ、バイアル、ウェルプ
レート対応、（G1367A/B)

高性能オートサンプラ、バイアル、ウェルプレート対
応、（G1367C)

可変波長検出器（G1314A） 可変波長検出器（G1314B）
可変波長検出器SL（G1314C）

ダイオードアレイ検出器（G1315Aおよび
G1315B）

ダイオードアレイ検出器SL（G1315C）
ダイオードアレイ検出器（G1315D）

カラム恒温槽（G1316A） カラム恒温槽（G1316B）

蛍光検出器（G1321A） 蛍光検出器（G1321A）

真空デガッサ（G1322A、対応、コントロール
不可）

真空デガッサ（G1322B、対応、コントロール不可）

温度制御オートサンプラ（G1327A、G1329Aと
G1330Aに相当）

温度制御オートサンプラ（G1327A、G1329AとG1330Aに
相当）

標準オートサンプラ（G1329A） 標準オートサンプラ（G1329A）
標準オートサンプラSL（G1329B）

オートサンプラヒーター/クーラーモジュール
（G1330AおよびG1330B）

オートサンプラヒーター/クーラーモジュール
（G1330AおよびG1330B）

デガッサ搭載クォータナリポンプ（G1354A） デガッサ搭載クォータナリポンプ（G1354A）

屈折率検出器（G1362A） 屈折率検出器（G1362A）

多波長検出器（G1365AおよびG1365B） 多波長検出器SL（G1365C） 多波長検出器（G1365D））

マイクロ真空デガッサ（G1379A、対応、コン
トロール不可）

マイクロ真空デガッサ（G1379B、対応、コントロール
不可）

2p/6p溶媒選択バルブ（G1159） 2p/6p溶媒選択バルブ（G1159）

12p/13pバルブ（溶媒選択）（G1160） 12p/13pバルブ（溶媒選択）（G1160）

ハンドヘルドコントローラ（G1323B） インスタントパイロットコントローラ（G4208A）
 



図図図図1 
Empowerクライアントサーバークライアントサーバークライアントサーバークライアントサーバー環境環境環境環境でのでのでのでのAgilent 1200シリーズシリーズシリーズシリーズRRLCのののの設置設置設置設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

ラボ診断ソフトウェアのベー

シックバージョンがAgilent 

1200シリーズバイナリポンプ

SLに付属して出荷され、ライセ

ンスを購入することで、上級バ

ージョンにアップグレードす

ることが可能です。 
 

Agilentラボ診断ソフトウェア
とEmpowerを並行して使用する
ためには、LC機器の複数のネッ
トワークインターフェースカ
ード、ラボ診断ソフトウェア専
用のPCといった特別な設定が
必要となります。 

Empower環境では、ラボ診断ソ

フトウェアを機器のメンテナ

ンスや診断に使用することを

お薦めしますが、継続的な機器

モニターの目的で使用するこ

とはお薦めできません。メンテ

ナンスや診断のためにラボ診

断ソフトウェアでLC機器にア

クセスする際には、LC機器と

Empowerの接続を断つことをお

薦めします。そうすれば、追加

のハードウェアやITインフラ

は必要ありません。 

Agilent 1200Agilent 1200Agilent 1200Agilent 1200シリーズインスシリーズインスシリーズインスシリーズインス
タントパイロットコントロタントパイロットコントロタントパイロットコントロタントパイロットコントロ
ールモジュールールモジュールールモジュールールモジュール     
Agilent 1200シリーズインスタン

トパイロットコントロールモジュ

ール（G4208A）を使えば、あらゆ

る1200シリーズRRLCシステムに素

早くアクセスすることができま

す。クロマトグラフィパラメータ

とMACアドレスのほか、機器ステー

タスやエラーメッセージを確かめ

ることが可能です。インスタント

パイロットは、ある種の状況に迅

速に反応する必要があるような場

合にも、強力なツールになります。

たとえば、コントロールソフトウ

ェアがダウンした場合に、ポンプ

のスイッチを即座に切ることがで

きます。 

 

 

サードパーティのソフトウェアで

コントロールされているAgilent 

1100シリーズまたは1200シリーズ

システムにインスタントパイロッ

トを接続する場合、システム設定

のなかに未知のモジュールを検出

したことを告げるエラーメッセー

ジが表示されることがあります。

インスタントパイロットを他のコ

ントローラに検知されないように

すれば、このエラーを防ぐことが

できます。 

 

設定を変更するには、
「Configure– Controller（設定‐
コントローラ）」メニューを開き、
「3rd Party Software（サードパ
ーティソフトウェア）」アイテム
までスクロールし、「ON」に変更
してください。ケーブルを用いて
相互接続しました。 
 

 

 

図図図図2222 

EmpowerEmpowerEmpowerEmpowerソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェアでででで採取採取採取採取したしたしたしたハーハーハーハー
ドウェアドウェアドウェアドウェアおよびおよびおよびおよびソフトソフトソフトソフトウェアウェアウェアウェア情報情報情報情報 

 

下位互換性： 

OFF  他のコントローラに可視
（デフォルト） 

ON 他のコントローラに不可視 

設置設置設置設置 

 

システムシステムシステムシステム要件要件要件要件 

Agilent LCシステムをコントロ
ールするには、Empowerクライア
ントサーバーシステム1基が必
要です（図1）。機器コントロー
ルソフトウェアのインストール
方法の詳細については、Waters
の提供するリリースノート
716002261、Rev Bを参照してく
ださい。Empowerシステムに接続
されると、DHCPまたはBOOTPによ
り、LAC/Eバスから自動的に
Agilent 1200シリーズRRLCシス
テムにIPアドレスが送られま
す。今回のケースでは、LANケー
ブルを用いてEmpowerシステム
に接続します。Agilent 1200 
RRLCシステムの各モジュール間
は、CANケーブルを用いて接続し
ます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通信通信通信通信プロトコルプロトコルプロトコルプロトコルのののの設定設定設定設定    
Agilent 1200シリーズRRLCシステム

を設定する際には、Empowerのメイン

メニューにある「Configure System
（システムの設定）」をクリックしま

す（図3）。LANケーブルでLAC/Eバス

に接続したあと、Agilent 1200シリー

ズRRLCシステムがIPアドレスを受信

したかどうかを確認するには、

「Configure System（システムの設
定）」– 「LAC/E 32 controller（LAC/E 
32コントローラ）」– 「Properties
（プロパティ）」–  「Configure DHCP
（DHCPの設定）」の順にクリックしま

す。 

図4を見ると、Agilent 1200シリーズ
RRLCシステム（A1100と誤表記）が
「192.1 68.0.11」というIPアドレス
を割り当てられたことがわかりま
す。これはEmpowerが新しいLCシステ
ムを認識したことを示しています。
システム名を修正するには、
「A1100」をハイライト表示し、
「edit（編集）」をクリックしてか
ら、「AGILENT 1200 SERIES RRLC」
などの名前を入力してください。 
 

次の手順では、Agilent 1200シリー

ズRRLCシステムを使用できるアクテ

ィブな状態にします（図5）。設定メ

ニューの「System（システム）」、

「New Instrument（新しい機器）」

を順にクリックします。設定画面が

表示されたら、Agilent 1200シリー

ズRRLCシステムを左から右へドラッ

グ＆ドロップします。 

 

図図図図3333 

EmpowerEmpowerEmpowerEmpowerソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェアののののメインメニューメインメニューメインメニューメインメニュー    

図図図図4444 

Agilent 1200Agilent 1200Agilent 1200Agilent 1200シリーズシリーズシリーズシリーズRRLCRRLCRRLCRRLCシステムシステムシステムシステムののののIPIPIPIPアドレスアドレスアドレスアドレスをををを確認確認確認確認するするするする    

図図図図5555 

設定画面設定画面設定画面設定画面でのでのでのでのドラッグドラッグドラッグドラッグ＆＆＆＆ドロップドロップドロップドロップによりによりによりによりAgilent 1200Agilent 1200Agilent 1200Agilent 1200シリーズシリーズシリーズシリーズRRLCRRLCRRLCRRLCををををアアアアクティブクティブクティブクティブなななな
状態状態状態状態にするにするにするにする    

AgilentAgilentAgilentAgilent機器機器機器機器 
図2には、本テストで使用した

Agilent機器を示しています。

Empowerソフトウェアでは、

Agilent 1200シリーズRRLCシステ

ムがA1100と誤表記されています。

これはソフトウェア上の欠陥で、

まだ修正されていません。ただし、

この誤表記が機能や性能に影響を

及ぼすことはありません。 

Agilent 1200シリーズダイオード

アレイ検出器SLシステム向けの最

大600 barでの操作や最大80 Hzの

データ速度などの全機能を利用で

きます。テストの実施は、Agilent 

1200シリーズRRLCシステムのエミ

ュレーションモードでの操作は行

っておりません。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図図図6666 

通信通信通信通信ががががアクティブアクティブアクティブアクティブになったかどうかをになったかどうかをになったかどうかをになったかどうかを確認確認確認確認するするするする    

図図図図7777 

EmpowerEmpowerEmpowerEmpowerソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェアをををを用用用用いていていていてAgilent 1200Agilent 1200Agilent 1200Agilent 1200シリーズバイナリポンプシリーズバイナリポンプシリーズバイナリポンプシリーズバイナリポンプ
SLSLSLSLのののの主要作用主要作用主要作用主要作用をををを設定設定設定設定するするするする    

図図図図8888 

EmpowerEmpowerEmpowerEmpowerソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェアをををを用用用用いていていていてAgilent 1200Agilent 1200Agilent 1200Agilent 1200シリーズバイナリポンプシリーズバイナリポンプシリーズバイナリポンプシリーズバイナリポンプSLSLSLSLのののの
補助機能補助機能補助機能補助機能をををを設定設定設定設定するするするする    

図6では、通信の準備が整ったかどうか

を確認する方法を示しています。この画

面を開くには、「Empower Nodes
（Empowerノード）」– 「WAD 5」–
「Properties（プロパティ）」–
「Instrument（機器）」の順にクリック

します。「OK?」とある列に「Yes」と「No」

で準備の状態が示されます。 

 

EmpowerEmpowerEmpowerEmpowerががががサポートサポートサポートサポートするするするするAgilentAgilentAgilentAgilent

機器機器機器機器のののの機能機能機能機能 
Empowerソフトウェアは、以下を除く

Agilent 1100シリーズおよび1200シリ

ーズLCシステムの全機能をサポートし

ています： 

•  インジェクタプログラミング 

•  EMFおよび他の診断機能 

•  ランプおよび検出器セルのRFIDタグ 

•  カラムのRFIDタグ 

•  DADデータリカバリカード 

•  ユーザーによる追加の圧縮率曲線
の作成 

 

Agilent 1200Agilent 1200Agilent 1200Agilent 1200シリーズバイナリポンシリーズバイナリポンシリーズバイナリポンシリーズバイナリポン
ププププSLSLSLSLののののサポートサポートサポートサポート     
図7および8は、Agilent 1200シリーズバ

イナリポンプSLのメイン設定画面を示

しています。グラジエント、流量、スト

ロークボリュームなどの設定を最初の

画面に入力します（図7）。次の画面（図

8）では、ベースラインノイズが最小と

なるように、溶媒に対応する圧縮率補正

データを選択します。このテストでは、

水とアセトニトリルを選択しました。他

のすべてのモジュールも、同様のメニュ

ーでサポートされています。詳しくは付

記を参照してください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図図図9999 

機機機機器器器器メソッドパラメータメソッドパラメータメソッドパラメータメソッドパラメータととととシーケンスシーケンスシーケンスシーケンスのののの編集編集編集編集    

図図図図10101010 

シーケンスシーケンスシーケンスシーケンスのののの作成作成作成作成    

図図図図11111111 

シーケンスシーケンスシーケンスシーケンスのののの例例例例    

図図図図12121212 

データデータデータデータのののの評価評価評価評価ややややプロセスメソッドプロセスメソッドプロセスメソッドプロセスメソッドのののの作成作成作成作成をををを実行実行実行実行できるできるできるできるレビューレビューレビューレビュー画面画面画面画面 

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション例例例例 

このアプリケーション例では、以

下のワークフローを使用しまし

た： 

•  機器の設定 

•  サンプルの分析 

•  データの採取 

•  結果の検証 

 

各モジュールの機器メソッドパラメ

ータを設定するには、「Instrument 
Method（機器メソッド）」– 「Edit
（編集）」の順に選択します（図9）。

表示された設定画面でパラメータを

設定できます。パラメータは機器メ

ソッドとして保存されます。 

適切なメソッドセットを保存した

ら、シーケンスを作成します。 

メソッドセットを用いて、シーケン

スの欄に必要事項を記入します（図

10および11）。シーケンスはサンプ

ルセットとして保存されます。シス

テムが調整されたら、シーケンスが

スタートし、選択したサンプルセッ

トの名前ですべてのデータファイル

が保存されます。図11はシーケンス

の例を示しています。 

シーケンスが完了したら、2D、3D、

スペクトルデータを閲覧し、評価す

ることができます（図12）。レビュ

ー画面では、積分、較正といったデ

ータ評価のためのパラメータを設定

し、プロセスメソッドとして保存で

きます。レポートエディタを使って

レポートを作成することも可能で

す。図13では、この例で述べたシー

ケンスとプロセスメソッドを用いて

作成したデータのレポート例を示し

ています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめまとめまとめまとめ 
 

Waters Empowerソフトウェアを使え

ば、Agilent 1200シリーズRRLCシス

テムをコントロールし、最適な性能

を得るのに必要なすべての機器メソ

ッドパラメータを設定することがで

きます。これまでコントロールに必

要だったエミュレーションモードを

使用する必要はありません。インジ

ェクタプログラミングなどの一部の

特殊な機能は、現時点ではサポート

されておりません。 

しかし、こうした機能や、現在サポ

ートされていないモジュールについ

ても、順次サポートされるようにな

ります。Agilent 1200シリーズRRLC

システムのメンテナンスおよび診断

機能は、Agilentラボ診断ソフトウェ

アによりサポートされております。

このソフトウェアは、個々のPC上で

稼動し、LCコントロールソフトウェ

アからは完全に独立しています。結

果として、Agilent 1200シリーズ

RRLCシステムとEmpowerソフトウェ

アの組み合わせは、機器コントロー

ルおよびデータ評価のために

Empowerソフトウェアを導入してい

るラボにふさわしい選択肢となりま

す。 

 

付記付記付記付記 

この付記では、他のAgilent 1200

シリーズRRLCシステムモジュール

の設定画面（図13～18）を紹介して

います。 

 

図図図図14141414 

Agilent 1200Agilent 1200Agilent 1200Agilent 1200シリーズシリーズシリーズシリーズ高性能高性能高性能高性能オートサンプラオートサンプラオートサンプラオートサンプラSLSLSLSLのののの設定画面設定画面設定画面設定画面    

図図図図15151515 

Agilent 1200Agilent 1200Agilent 1200Agilent 1200シリーズシリーズシリーズシリーズ冷却機能付冷却機能付冷却機能付冷却機能付きききき高性能高性能高性能高性能オートオートオートオートサンプラサンプラサンプラサンプラSLSLSLSLのののの設定画面設定画面設定画面設定画面    

図図図図13131313 

レポートエディタレポートエディタレポートエディタレポートエディタでででで作成作成作成作成したしたしたしたレポートレポートレポートレポートのののの例例例例    



図図図図16161616 

Agilent 1200Agilent 1200Agilent 1200Agilent 1200シリーズダイオードアレイシリーズダイオードアレイシリーズダイオードアレイシリーズダイオードアレイ検出器検出器検出器検出器SLSLSLSLのののの設定画面設定画面設定画面設定画面 

図図図図17171717 

Agilent 1200Agilent 1200Agilent 1200Agilent 1200シリーシリーシリーシリーズダイオードアレイズダイオードアレイズダイオードアレイズダイオードアレイ検出器検出器検出器検出器SLSLSLSLのののの追加設定画面追加設定画面追加設定画面追加設定画面     
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図図図図18181818 

Agilent 1200Agilent 1200Agilent 1200Agilent 1200シリーズカラムコンパートメントシリーズカラムコンパートメントシリーズカラムコンパートメントシリーズカラムコンパートメントのののの設定画面設定画面設定画面設定画面
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